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新体制でスタート 

長
屋
議
長
の
逝
去
に
伴
い
、
４
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
議

長
の
選
挙
、
そ
れ
に
伴
う
副
議
長
の
選
挙
、
さ
ら
に
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会

等
の
構
成
が
変
更
と
な
り
、
新
し
い
議
会
体
制
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

議 

長 

吉
野
正
剛 

 

議
長
就
任
に
あ
た
り
ま
し
て
一
言
ご
挨
拶 

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

４
月
１
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
２
回
臨

時
会
に
お
き
ま
し
て
、
図
ら
ず
も
議
長
の
指
名

推
薦
を
受
け
新
議
長
に
就
任
し
た
次
第
で
あ 

り
ま
す
。 

 

昨
年
10
月
の
議
会
改
選
後
、
故
長
屋
和
敏

氏
が
議
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
去
る
３
月

２
日
に
ご
逝
去
さ
れ
、
不
肖
私
が
議
員
各
位
の

指
名
を
い
た
だ
き
議
長
に
就
任
す
る
こ
と
に 

な
り
ま
し
た
。 

 

現
在
の
地
方
自
治
は
、
地
方
分
権
の
流
れ
が

一
層
顕
著
化
し
て
お
り
、
更
に
は
地
方
の
自

主
、
自
立
性
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
国

の
政
権
交
代
に
よ
り
地
域
主
権
が
叫
ば
れ
地

方
の
役
割
、
責
任
の
重
要
性
が
増
し
て
き
て
い 

る
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。 

 

本
町
議
会
の
議
員
数
は
、
昨
年
の
改
選
期
に

12
名
か
ら
10
名
に
削
減
さ
れ
、
更
に
現
在
は

９
名
体
制
で
推
移
し
て
お
り
、
議
員
一
人
ひ
と

り
の
責
任
が
増
大
す
る
と
と
も
に
、
議
会
を
取

り
巻
く
情
勢
も
大
き
な
変
化
を
生
じ
て
お
り
、

議
会
の
活
性
化
と
議
員
の
資
質
の
向
上
が
求 

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

浅
学
非
才
で
あ
り
知
力
、
胆
力
、
掌
握
力
の

ど
こ
に
も
秀
で
る
部
分
が
少
な
い
私
で
あ
り

ま
す
が
、
行
政
、
議
会
、
町
民
が
一
体
と
な
る

町
づ
く
り
を
最
大
の
目
標
に
、
町
民
か
ら
信
頼

さ
れ
議
会
の
使
命
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ

う
、
円
滑
な
議
会
運
営
を
目
指
す
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
町
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
挨 

拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

副
議
長 

加
賀
屋 

修 
 

４月から佐呂間町議会 

行
政
、議
会
、町
民
が
一
体
と
な
る
町
づ
く
り
を
！

議  

長    

吉  

野  

正  

剛 


